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16.  Abstract 

この研究では、米国の州ごとに算出した人口に対する衝突事故の死者数と 5 つの
主要な死因（心臓病、ガン、肺疾患、脳卒中およびアルツハイマー病）およびすべ

ての死因での死者数を比較した。データ（2013 年）は、CDC（アメリカ疾病管理予
防センター）と NHTSA（全米高速道路交通安全委員会）から入手した。 

	
 主要な結果を以下に示す。： 

（1）アメリカ合衆国では、人口 100,000 人につき、心臓病の 193.3、ガンの
185.0、肺疾患の 47.2、脳卒中の 40.8、アルツハイマー病の 26.8 と比較して、衝突事
故による死者が 10.4 であった。衝突事故での死亡率が最も高いのは、モンタナ
（22.6）で、最も低いのはコロンビア特別区（3.1）だった。 
（2）	
 アメリカ合衆国では、衝突事故の死者数は、すべての事故死者数の 1.3%で
ある。比率が最も高いのはモンタナ（2.4%）で、最も低いのはコロンビア特別区
（0.4%）だった。	
 
（3）アメリカ合衆国では、衝突事故による死者は、心臓病による死者の 5.4%、ガ
ンによる死者の 5.6%、肺疾患による死者の 21.9%、脳卒中による死者の 25.4%、ア
ルツハイマー病による死者の 38.6%に相当する。	
 
（4）他の事故死者数に対する衝突事故死者数の比率は、州の間で大きく異なっ

た。	
 たとえば、アルツハイマー病による死者数と衝突事故による死者数の比は、

ニューメキシコ州の 91.4%からワシントン州の 13.3%にわたった。	
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